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占めていた (Ha11，1991). しかし， 1980 年代の後半に生じたいわゆる「東欧改革Jとともに西側諸









第 1に関する研究としては まずHal1の研究をあげることができる.彼は 既に社会主義時代か
ら束ヨーロッパの観光に注目していた (Hall， 1991).改革以後も当該テーマについての分析を継続
しており，東ヨーロッパ諸国における改革に伴う観光の変化について明らかにした (Ha11，1998). 
Balaz and Mitsutake (1998)は，東ヨーロッパに訪問する観光客の行動パターンを，日本人という特
定の観光客を取り上げて分析した.ま t:.Jordan(1993)は， I日ハプスブルク帝国の範閣における観
光客流動が，第一次世界大戦前からどのように変化したのかを明らかにした.




地域に関する改革後の状況については， Johnson (1995)がまとめている.呉羽(1998) は観光客数
や宿泊施設のデータを利用し，ハンガリーにおける観光地域の変化を地域的に解明した. Williams 
and Balaz (2002) は 経済学的な視点からチェコおよびスロヴァキアの観光の変化について考察し






































築学の立場からカルロヴイ・ヴァリの景観変遷を論じたものである.本稿では， Karbus (2000) の































た， 19世紀末から20世紀初めにかけては，豪華な建物の建築が進行した.クアハウス (Lazne1， 
1895年完成，写真3) ，飲泉場で、あるコロナー夕、、Kolonada(たとえば，ムリンスカ一Mlynska.コロ
ナー ダ， 1881年完成，写真4)や大規模なホテル(たとえば，ホテル・プッフ。Pupp，19051'三完成，
写真 5~7 ，ホテル・インペリアル Imperial ， 1912年完成，写真 1のU!腹部)がそれに該当する.第












第 1表カルロヴイ ヴァリにおける諸施設 (1930年代末)
種類 施設数 うち通年営業施設 ベッド数
ホテル 28 10 2，525 
サナトリウム 7 2 331 
j討1し寸すきT1"gi 17 8 894 
下街 96 26 3，412 
食堂兼旅館 10 2 132 
レストラン 16 
i防ノミg1七~J下CJ 13 
lに}' Ri ー 187 48 7，294 




























































































資半、1-: Federalni StatistickジUfad，Cesky Statisticky Ufacl， Slovensky StatistickずUfad
(1990-1992): StatisticJui rocenka Ceske a Slovenske Federativni Re，戸ublihy.Praha. 
Statni Ufad Statisticky， Ceskoslovenske Socialisticke Republiky (1955-1989): 
Statisticha rocenたaCesたoslovensheSocialisticke Republiky. Praha. 
通じて，訪問した観光客数は年間約15万から 20万人程度であった (Zlamal， 1997). その約半数は外
国人が占めていた.その発地に関するデータはないものの，当時の状況から判断すると，東ドイツ
をはじめとする社会主義ブロックがほとんどであったと推察できる. しかしながら，こうした観光
客の宿泊数は平均で 2泊から 3治にとどまっていた.すなわち，療養客数に比べ観光客数は 2倍程
度あったものの，滞在臼数を考慮すると，療養客が非常に多かったといえる.
1968年にドイツ人向けに刊行された観光案内書 (Linhartova，1968) をもとに 1960年代後半の様
子を説明する(第 41~) .温泉地包に存在するホテルは 3軒，サナトリウムは 16軒であった.ただし，
後者の数は外国人が利用可能な施設のみを示した数である.上述のブリストルなどはチェコ人専用















































1988年に隣接する 3つの建物をとりこみ大規模化を計画した (Karbus，2000). この言1-画は1990年
に完成し， 79部屋158ベッドを有するホテルとなった.その後，民営化の過程でオーストリア資本





















第 2表 カルロヴイ・ヴァリにおける宿泊施設の概要 (2000ir) 
分類 社会主義11寺イ℃からの 1Eìil~!施設 己文 -!~ji以後の新設宿泊施設 ノ1f1〉、 i1
300 3 。 3 
200 -300 7 。 7 
100 -200 7 つ 9 
ベッド数からみた規模 50 -100 3 6 9 
30 -50 7 11 
-30 。 14 14 
合計 24 29 53 
5 。
4 9 4 13 
3 13 14 27 
星数からみたランク 2 。 3 3 
1 。。 。 8 8 
合計 24 29 53 
可 21 17 38 
カード支払い 不可 3 12 15 
合計 24 29 53 
有 19 4 23 
療養施設 主任 5 25 30 
合計 24 29 53 
i手{立 il寸

















































外国人 チェコ人 ノj、計 外巨人 チェコ人
1993 14，457 21，989 36，446 39.7 60.3 
1994 18，596 21，962 40，558 45.9 54.1 
1995 20，875 19，413 40，288 51. 8 48.2 
1996 30，819 15，408 46，227 66.7 33.3 
1997 32，424 17，069 49，493 65.5 34.5 
1998 37，178 15，857 53，035 70.1 29.9 
1999 33，054 13，478 46，532 71. 0 29.0 





























1996 1997 1998 1999 1996 1997 1998 1999 
チェコ 15，408 17，069 15，857 13，478 33.3 34.5 29.9 29.1 
ロシア 17，865 18，997 17，712 13，407 38.7 38.4 33.3 28.8 
ドイツ 9，624 7，976 12，288 1，744 20.8 16.1 23.2 25.2 
イスラエル 475 698 1，132 1，509 1.0 1.4 2.1 3.2 
USA 763 1，316 1，424 1，278 1.7 2.7 2.7 2.7 
ウクライナ 79 1，047 786 922 0.2 2.1 1.5 2.0 
オーストリア 609 757 677 469 1.3 1.5 1.3 1.0 
その他 1，404 1，633 3，159 3，725 3.0 3.3 6.0 8.0 
合計 46，227 49，493 53，035 46，532 100.0 100.0 100.0 100.0 


























土産物j苫 12 8.2 
ガラス・磁器製品応 17 11. 6 
宝石・貴金属応 28 19.2 
洋品・履物j苫 26 17.8 
銀行両替所 8 5.5 
飲食J;~ 19 13.0 
その他の)1弘前 22 15.1 
ニ7ヒE二cヨ斗- 14 9.6 
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Ver託nderungdes Tourismus in Karlsbad (Karlovy Vary) 
Masaaki KUREHA 
Diese Arbeit besch託ftigtsich mit der Frage， wie sich der tschechische Kurort Karlsbad nach der 
politischen und wirtschaftlichen Wende ver註nderthat. Karlsbad war schon im 19. Jahrhundert einer 
der ber凶mtestenKurorte und Tre百punktder europaischen Oberschicht. Diese Tendenz dauerte bis 
zum Jahr 1945 an， obwohl es einen politischen Wechsel in der Zwischenkriegszeit gab. Tourismus in 
Karlsbad ver加dertesich aber sehr stark， nachdem die Tschechoslowakei zu einem sozialistischen 
Staat wurde. 1n der sozialistischen Zeit spielte die Kurfunktion als soziale Leistung in den 
verstaatlichten Sanatorien eine wesentliche Rolle. Durch die “Velvet Revolution" hat der 
Ver如 derungsprozessvon Karlsbad einen anderen Weg genommen. Nach der Privatisierung der 
verschiedenen Einrichtungen kommen die G益stehaupts託chlichaus Deutschland und Russland， 
nachdem zur Zeit des Sozialismus tschechische Gaste dominierten. 1m Zentralbereich in Kar1sbad 
臼ltdie kommerzielle Funktion auf， insbesondere Gesch註ftefur Juwelen， Glaser， Porzellan， usw. 
Diese Artikel richten sich nicht nur an Kurg註ste，sondern auch an Tagesreisende aus Deutschland. 
Zusammenfassend ist Karlsbad auf dem Weg der Ruckkehr zum ehemaligen Ort fur Geselligkeit mit 
Kur-und Erholungsfunktion. Dazu kommt heute noch die Funktion eines Ausflugs-und 
Einkaufsortes fur Deutsche， aufgrund der Preisunterschiede und der guten Erreichbarkeit aus 
Deutschland. 


































































































































写真18 ガラス・陶磁器庖(その 2) 
看板には，チェコ語でガラスと
陶磁器の表記が見える.観光シー
ズン，とくにその週末には多くの
買い物客が訪れる.
(1997年8月撮影)
75 
写真19 ショッピングセンター
1999年に完成した 3階建ての
ショッピングセンター-アトリウム
Atrium.内部は洗練されたデザイ
ンで， 51庖舗からなり ，洋品庖や
宝石・貴金属庖が中心の応舗構成
である.ま た，両替所や飲食庖も
存在する.
(1999年8月撮影)
写真20 喫茶庖
夏季の午後には，軒先下のテラ
スに席を設け，多くの人でにぎわ
う.この写真は午前中に撮影した
もの エレファント Elefantの名称
は，第二次世界大戦前に同じ場所
に存在したホテル名にちなんだも
のである.
(1999年8月撮影)
写真21 両替所
外国人訪問答が多いため両替所
や銀行は必須施設である.ヨーロッ
パの主要な通貨とチェコの通貨と
の両替が可能になっている しか
し， 2004年に予定されている EU
加盟が実現し，チェコにユーロが
導入されるとこうした金融機関の
存在形態は大きく変化するであろ
つ.
(1999年8月撮影)
76 
写真22 空き庖昔前
ホテル・フ。ップ近隣の空き庖舗
窓の傷みが激しく，改装の際には
大きな投資が必要となる
(1999年8月撮影)
写真23 空き家・ブルノ Brno館
テプラ一川左岸の高台上にある
館. この館フゃルノ Brnoは，社会主
義時代には外国人の利用も可能な
サナトリウムであったが，改革後
の利用計画が実現されないまま
1999年現在空き家のままで，老朽
イヒが激しい.
(1999年8月撮影)
写真24 飲泉場
ムリンスカー-コロナーダ(写
真 3)内の飲泉場の 1つ.持ち手
がストローのように管状になった
独特の形態のカップに温泉を汲ん
でいる.それを飲みながら散歩し
ている人々を多く見かける
(1999年8月撮影)
